
1の こたえ

（1）オ（手を 焼く）…母も 手を 焼いて

いる

（2）エ（目を 丸くする）…みんなが 目を

丸くした

（3）キ（口を そろえる）…口を そろえて

言った

（4）イ（足を 運ぶ）…図書館に 足を 運ん

で 調べた

（5）カ（首を かしげる）…先生は 首を か

しげた

（6）ア（耳を すます）…鳥の 声に 耳を

すました

（7）ク（顔が 広い）

（8）ウ（鼻に つく）

見てあげる ところ

かんようくは、文に 合わせて「焼いて いる・丸くした」のように 形を かえて 使います。

答えの「…」の 後が、形を かえて 入れた 文です。
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